
環境性向上、コスト減順調
水
ビ
ジ
ネ
ス

京セラなど国内４社のシステムはＰＩＤ
現象による出力低下が認められなかった

技術で市場を切り拓け

　
全
量
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
開
始
に
よ
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
増
加
に
伴
い
、
市
場
で
は

競
争
が
始
ま
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
導
入
量
の
多
い

太
陽
光
発
電
で
は
日
本
の
太
陽
電
池
メ
ー
カ
ー
が
海

外
大
手
と
激
し
い
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
日
本
メ
ー
カ
ー
は
国
内
市
場
を
死
守
。
競
争
力

と
な
っ
て
い
る
の
が
品
質
と
保
守
だ
。

東
京
ガ
ス
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
４

月
に
発
売
す
る
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

品
質
・
保
守
で
差
別
化

集合住宅にも投入

海
外
、
現
地
社
と
開
拓

燃
料
電
池

再
生
エ
ネ

　
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業

を
陰
で
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

業
界
。
石
油
製
品
や
ガ
ス
、

電
力
を
低
廉
か
つ
安
定
的
に

供
給
す
る
使
命
を
果
た
し
て

い
る
が
、
他
方
で
は
自
ら
も

技
術
力
を
生
か
し
モ
ノ
づ
く

り
に
励
ん
で
い
る
。
そ
の
代

表
格
が
燃
料
電
池
だ
。
家
庭

用
の
装
置
「
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
」
は
都
市
ガ
ス
や
液
化
石

油
ガ
ス
か
ら
水
素
を
取
り
出

し
て
発
電
と
給
湯
を
同
時
に

行
い
、
家
庭
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
寄
与
す
る
。
実
用
化
で

は
世
界
の
最
先
端
を
走
っ
て

お
り
、
国
も
日
本
の
お
家
芸

に
育
成
す
る
構
想
を
描
い
て

い
る
。

　
東
京
ガ
ス
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
が
４
月
に
発
売
す
る
最
新

機
種
は
、
価
格
を
１
９
９
万

５
０
０
０
円
に
設
定
。
約
２

７
６
万
円
の
現
行
機
種
に
比

べ
約
３
割
安
く
し
、
業
界
で

初
め
て
２
０
０
万
円
を
切
る

モ
デ
ル
に
な
っ
た
。
大
き
さ

に
つ
い
て
も
奥
行
き
を
９
０

０

か
ら
７
５
０

に

薄
く
し
た
。
部

品
の
統
合
や
ブ

ロ
ッ
ク
化
に
よ

る
部
品
点
数

％
削
減
、
電
極

触
媒
に
使
用
す

る
高
価
な
白
金

の
使
用
量
半

減
、
活
性
度
の

高
い
触
媒
の
開

発
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
実

現
し
た
。

　
東
ガ
ス
で
は

こ
れ
を
ベ
ー
ス

に
さ
ら
に
小
型

の
集
合
住
宅
用

を

年
度
下
期

に
商
品
化
す

る
。
首
都
圏
は

マ
ン
シ
ョ
ン
世

帯
が
多
い
こ
と

も
あ
り
「
不
動

産
会
社
か
ら
の

要
望
が
強
く
、

こ
れ
で
一
気
に

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

の
市
場
を
拡
大

で
き
る
」

岡

本
毅
社
長

と

期
待
す
る
。

　
政
府
は

年

に
も
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
の
購
入
を

支
援
す
る
補
助

金
を
打
ち
切
る

方
針
。
そ
の
た
め
「

年
に

実
勢
価
格
で
１
０
０
万
円
以

下
に
抑
え
た
い
」

穴
水
孝

燃
料
電
池
事
業
推
進
部
長

と
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
挑
む
。

　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
も
現
在
の
２
７
０
万
円
か

ら
、

年
に
は

万
円
程
度

に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

と
と
も
に
カ
ギ
を
握
る
の
は

量
産
効
果
。
た
だ
販
売
台
数

は

年
度
で
４
０
０
０
台
の

見
込
み
。
一
色
誠
一
社
長
は

量
産
効
果
に
つ
い
て
「
販
売

数
量
は
毎
年
倍
々
ゲ
ー
ム
で

増
え
て
い
る
が
、
ま
だ
ケ
タ

が
違
う
」
と
現
実
を
直
視
す

る
。
そ
こ
で
目
を
つ
け
る
の

が
海
外
市
場
だ
。

　
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
日
本
が

圧
倒
的
に
先
行
し
て
お
り
、

競
合
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
Ｊ

Ｘ
エ
ネ
で
は
韓
国
と
ド
イ
ツ

で
実
証
試
験
に
着
手
し
た
ほ

か
、
新
興
国
も
対
象
に
据
え

ブ
ラ
ジ
ル
の
ガ
ス
会
社
と
情

報
交
換
を
始
め
た
。
こ
れ
に

よ
り

年
度
で
５
万
台
、

年
度
に
は
輸
出
含
め

万
台

の
販
売
を
目
指
す
。
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
も
ド
イ
ツ
、
英
国
に

研
究
室
な
ど
を
設
け
潜
在
需

要
を
発
掘
す
る
。

　
経
済
産
業
省
は
燃
料
電
池

を
日
本
の
主
力
産
業
に
育
成

し
よ
う
と
国
際
戦
略
を
練

る
。

年
に
商
用
販
売
が
始

ま
る
燃
料
電
池
車
と
と
も
に

国
際
標
準
化
の
推
進
や
一
層

の
規
制
緩
和
を
進
め
、
民
間

の
海
外
展
開
を
後
押
し
す
る

方
針
だ
。

▲海
外
事
業
の
拡

大
を
目
指
す
積

水
化
学
の
管
路

更
生
工
法

Ｓ

Ｐ
Ｒ
工
法

　
人
口
増
加
な
ど
を
背
景
に

市
場
が
拡
大
す
る
水
ビ
ジ
ネ

ス
。
右
肩
上
が
り
の
成
長
を

取
り
込
も
う
と
世
界
的
に
新

規
参
入
が
相
次
ぐ
中
、
日
本

企
業
は
独
自
技
術
に
磨
き
を

か
け
新
た
な
需
要
を
掘
り
起

こ
し
て
い
る
。
日
立
プ
ラ
ン

ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
深
海
の

冷
た
い
水
を
冷
房
と
飲
み
水

の
２
段
階
で
使
う
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
で

事
業
化
を
進
め
る
。
オ
ル
ガ

ノ
は
水
質
分
析
技
術
な
ど
を

核
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
大
型

プ
ラ
ン
ト
向
け
水
処
理
設
備

の
受
注
を
目
指
す
。
現
地
企

業
と
の
連
携
、
政
府
支
援
の

活
用
な
ど
技
術
を
売
り
込
む

た
め
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
構
築
も
重
要
に
な
る
。

　
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
は
２
０
１
４
年
に
モ
ル

デ
ィ
ブ
の
国
際
空
港
に
新
設

す
る
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
の
空
調

シ
ス
テ
ム
向
け

に
、
海
洋
深
層

水
を
活
用
し
た

冷
熱
源
供
給
事

業
に
取
り
組

む
。
空
調
に
活

用
し
た
深
層
水
は
既
存
の
海

水
淡
水
化
施
設
に
供
給
し
、

飲
料
水
の
原
水
と
し
て
再
利

用
す
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
事
業
の
実
用
化

で
は
世
界
初
と
な
る
海
洋
深

層
水
の
多
段
利
用
シ
ス
テ
ム

は
、
海
底
１
４
０
０

付
近

の
深
層
水
を
く
み
上
げ
、
こ

の
深
層
水
で
冷
や
し
た
水
を

空
調
用
の
冷
房
と
し
て
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
に
供
給
す
る
。

年
間
を
通
し
て
水
温
が
５
度

Ｃ
前
後
に
保
た
れ
て
い
る
深

層
水
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

従
来
の
空
調
シ
ス
テ
ム
と
比

べ
消
費
電
力
を
約

％
削
減

で
き
る
。

　
オ
ル
ガ
ノ
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
大
手
化
学
メ
ー
カ
ー
の

ラ
ウ
タ
ン
・
ル
ア
ス

ジ
ャ

カ
ル
タ
市

と
合
弁
契
約
を

結
び
、
１
月
か
ら
水
処
理
分

野
で
合
弁
事
業
を
始
め
た
。

ア
ジ
ア
で
は
石
油
な
ど
の
プ

ラ
ン
ト
向
け
に
高
度
な
水
処

理
能
力
が
求
め
ら
れ
る
大
型

案
件
が
増
加
し
て
い
る
。
オ

ル
ガ
ノ
は
水
質
の
分
析
、
水

処
理
膜
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
要
求
通
り
の
質
の
水
を
作

り
出
す
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の

設
計
技
術
に
強
み
を
持
つ
。

　
こ
う
し
た
技
術
力
と
ラ
ウ

タ
ン
の
顧
客
基
盤
を
活
用

し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
む

大
型
案
件
を
開
拓
。
オ
ル
ガ

ノ
の
内
田
裕
行
社
長
は
海
外

初
と
な
る
現
地
企
業
と
の
合

弁
事
業
が
「
現
地
顧
客
を
開

拓
で
き
る
か
の
試
金
石
に
な

る
と
気
を
引
き
締
め
る
。

　

年

月
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

の
２
都
市
で
上
下
水
道
の
管

路
更
生
工
事
を
受
注
し
た
の

は
積
水
化
学
工
業
。
水
道
管

を
掘
り
か
え
さ
ず
に
管
路
を

更
生
す
る
「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
工
法
」

が
技
術
の
核
で
、
同
社
を
含

む
４
社
で
開
発
し
た
。
受
注

を
後
押
し
し
た
の
は
国
土
交

通
省
の
支
援
。

年
に
同
省

幹
部
が
同
国
を
訪
問
し
、

年

月
に
政
府
間
協
議
を
行

っ
た
。

―

年
ま
で
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
計
画
を
策
定
中

の
同
国
に
対
し
、
積
水
化
学

は
受
注
案
件
を
機
に
事
業
拡

大
を
目
指
す
。

　
世
界
の
水
処
理
市
場
は

年
に

年
比
２
倍
超
の

兆

円
に
成
長
す
る
見
通
し
。
各

社
は
技
術
を
生
か
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
で
新
た
な
市
場

を
切
り
拓
く
。

　
２
０
１
２
年
度
に
経
済
産

業
省
か
ら
設
備
認
定
さ
れ
、

運
転
を
始
め
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

％
が
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
だ
。

月
末
ま
で
に
設
備
認
定
さ
れ

た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

総
発
電
容
量
は
１
３
９
万
８

０
０
０

。
風
力
、水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
導
入
容
量
を
大

き
く
上
回
っ
た
。
運
転
は
始

ま
っ
て
い
な
い
が
設
備
認
定

済
み
の
シ
ス
テ
ム
が
同
３
２

６
万

も
あ
り
、
ソ
ー
ラ

ー
ブ
ー
ム
が
続
く
。

　
シ
ャ
ー
プ
や
京
セ
ラ
、
三

菱
電
機
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な

ど
日
本
の
太
陽
電
池
メ
ー
カ

ー
も
市
場
拡
大
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
。
ア
ジ
ア
や
欧
州

か
ら
太
陽
電
池
の
世
界
的
大

手
が
次
々
に
日
本
市
場
に
参

入
し
た
が
、
日
本
勢
は
国
内

シ
ェ
ア

％
を
維
持
。
ま
た

赤
字
で
苦
し
む
海
外
大
手
と

は
対
照
的
に
、
日
本
メ
ー
カ

ー
は
工
場
操
業
度
が
上
が
っ

て
収
益
が
改
善
し
て
い
る
。

京
セ
ラ
の
太
陽
光
発
電
事
業

は

年
度
に
黒
字
転
換
す
る

見
込
み
。
三
菱
電
機
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
も
黒
字
を
確
保
で

き
そ
う
だ
。

　
日
本
製
よ
り

％
安
い
と

言
わ
れ
る
価
格
で
海
外
勢
は

攻
勢
を
か
け
て
い
る
。
そ
れ

で
も
日
本
勢
が
好
調
な
の
は

「
品
質
や
保
守
で
選
ぶ
顧
客

が
増
え
て
い
る
」

太
陽
電

池
メ
ー
カ
ー
関
係
者

か
ら

だ
。
欠
陥
や
故
障
は
売
電
収

入
の
低
下
に
つ
な
が
る
た

め
、
品
質
や
保
守
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
欧
州
で
は
出
力
低

下
を
招
く
「
Ｐ
Ｉ
Ｄ
現
象
」

が
話
題
と
な
っ
た
。
日
本
４

社
の
製
品
は
Ｐ
Ｉ
Ｄ
現
象
が

起
き
な
い
と
試
験
機
関
か
ら

認
め
ら
れ
、
品
質
の
高
さ
を

証
明
し
た
。

　
ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

東
京
都
港
区

は
保
守
を

長
期
間
で
き
る
管
理
体
制
を

要
求
事
項
に
し
た
日
本
工
業

標
準
調
査
会
の
認
証
を
取
得

し
、
保
守
能
力
へ
の
信
頼
性

を
高
め
た
。
太
陽
光
発
電
以

外
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
も
品
質
や
保
守
は
競
争
力

と
な
る
。

　
風
力
発
電
で
は
洋
上
風
力

の
開
発
が
海
外
メ
ー
カ
ー
と

の
差
別
化
に
な
る
。
日
立
製

作
所
は
世
界
最
大
と
な
る
出

力
５
０
０
０

級
の
洋
上

風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
始
め
た
。
羽
根
の
直
径
が

１
０
０

を
超
え
る
と
予
想

さ
れ
、
各
機
器
を
軽
量
化
し

て
完
成
を
目
指
す
。
発
売
は

年
度
を
予
定
す
る
。

　
陸
上
に
設
置
す
る
風
力
発

電
は
海
外
勢
が
圧
倒
的
に
強

い
が
、
洋
上
風
力
の
普
及
は

こ
れ
か
ら
。
開
発
で
先
行
す

れ
ば
世
界
市
場
で
主
導
権
を

握
れ
る
。
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